別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：労働費　　項：労政費　　目：雇用促進費
	事業名:岐阜県シルバー人材センター連合会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　商工労働部　労働雇用課　雇用対策担当　電話番号：058-272-1111（内　3126）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11367@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：7,698千円（前年度予算額：7,698千円）

	事業内容


	１　事業の内容


シルバー事業を全県的に展開し、事業の一層の拡大・会員の能力開発等を行う岐阜県シルバー人材センター連合会の運営費の一部を補助することにより、元気な高年齢者が社会参加できる機会を与え、活力ある地域社会の形成を図る。
　・根拠法令は、高年齢者等の雇用の安定等に関する法律　第40条
    「国及び地方公共団体は、就業の機会を提供する団体を育成し、その他その就業機
会の確保のために必要な措置を講ずるよう努める。」と規定されている。
・連合会構成員は、市町村等シルバー人材センター等　　　39
　　　　　　　　　　賛助会員（市町村）　38（平成23.9.1現在）
  ・対象経費は、連合会運営に必要な経費（人件費、管理費、 旅費、委託費等）
    ・連合会の主な事業は、安全適正就業推進事業、普及啓発事業、就業開拓等事業、交流研修事業、調査研究事業　等
・国は交付限度額（8,900千円）を定め、都道府県が補助することを条件に、その同額までを補助。県は、補助対象経費の１／２以内の額を補助している。
・平成10年度中に全国47都道府県において、連合会の設置が完了し、全国全ての連
合会は国及び都道府県から補助を受けている。
	２　所要経費


　7,698千円の使途内訳

・連合会職員人件費　4,230千円
　　・一般運営費　　　　　454千円

　　・事業費　　　　　  3,014千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅲ　誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり

３高齢者が生涯現役で活躍できる地域をつくる

　シルバー人材センターでの高齢者就業・雇用促進事業を支援する。
	２　これまでの取組状況


・　各市町村に設置されているシルバー人材センターにおいて、高齢者の社会参画・就労機会の確保を推進しているが、県としては、岐阜県シルバー人材センター連合会の運営費の一部を補助することで、地域に密着したシルバー人材センター事業を県下全域で統一的に推進することができた。

　

	３　これまでの取組に対する評価


・　高年齢者の生きがいの向上、健康で働くことは、医療費をはじめとする社会的コストの抑制につながることや地域社会の活性化を図ることができる。
また、少子高齢化が急速に進み、深刻な労働力不足が懸念される中で、高齢者の活用が不可欠となっているので、補助金を継続することで、シルバー事業の更なる推進を図るとともに、連合会に対しては、自主財源の拡大・確保についても指導していく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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